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第３学年 算数科学習指導案
日 時 平成 2 0 年 11 月 28 日（金）６校時
児 童 ３年 男４名 女４名 計８名
授業者 佐々木 か ず 枝

１ 単元名 かけ算の筆算（１）「かけ算のしかたを考えよう」

２ 単元について
（１） 学習内容

学習指導要領における第３学年の指導内容「Ａ数と計算」（３）に，「乗法についての理解を深め，
その計算が確実にできるようにし，それを適切に用いる能力を伸ばす。」とある。第２学年で乗法九
九を学習し，第３学年の第１単元で０の乗法や１０の段のかけ算等について学習してきた。この単
元では，これらの学習をもとにして何十，何百×１位数の計算のしかたと筆算のしかたについての
理解を図るものである。

本単元では，被乗数が何十，何百の乗法の計算は，１０や１００を単位として考えれば，１位数
どうしの乗法に帰着できることを理解し，そのことを活用して計算ができるようにすることをねら
いとしている。筆算のしかたを導入する際には，アレイ図や貨幣への置き換え，数の構成の考え方
等を関連させることで，既習の分配法則によって乗法九九とたし算によって答えが求められること
に気づかせていきたい。

（２） 児童の実態
日常の各教科の授業では，意欲的に学習に取り組み，できるようになりたいという気持ちを持って

いる児童がほとんどである。ただ，自分の考えをはっきりと分かりやすく伝えられる児童はあまりい
ない。

算数の授業に関しては，問題解決学習の際に，既習の学習内容をもとにしながら本時の課題に取り
組もうとする学習の方法が少しずつ身に付いてきている。自分なりの考えを持ち発表しようとする意
欲もある。ただ，友だちの考えを自分の考えと比較したり，その発言をもとに関連性を考えるという
思考には至っていない。意識調査の結果は，以下の通りである。

項 目 はい まあまあ あまり いいえ
算数の学習が好き ６人 ２人 ０人 ０人

前にならった事を活用して自力で挑戦することができた ５人 ３人 ０人 ０人

分からない所が友だちの発表を聞いて分かった ５人 ３人 ０人 ０人

大事なことを話し合いの中で発見できた・発表できた ５人 ３人 ０人 ０人

練習問題をたくさん正解してうれしくなった ７人 １人 ０人 ０人
この結果から，話し合いの充実が必要なことが分かる。自分の考えとは異なる考えを聞くことで，

より広い考え方を知ることができる良さに気づかせ，考えの比較を通してよりよい方法を見つけ出そ
うとする態度を育てていきたい。
本単元に関わるレディネステストの結果は以下の通りである。（正答率が約８０％以上の人数）

１位数×０，０×１位数，１０×１位数の計算ができるか。 ８人

既習 １位数×０，０×１位数の答えが０になることが分かり，□に当てはまる数を求 ８人

めることができるか。

交換法則が分かり，□に当てはまる数を求めることができるか。 ８人

乗法と積の規則が分かるか。 ７人

未習 ２位数×１位数の筆算ができるか。 １人

誤答は乗法の積の意味を理解することが不十分であったためと思われる。九九の暗記にとどまらず
数の増減等をイメージとしてとらえさせるようにするとともに，本単元で，図で表したり，部分積を
九九を使って出させたりすることで乗法の性質を体感できるようにさせていきたい。

（３） 指導にあたって
本単元の指導にあたっては，既習事項と未習事項の違いを明確にすることによって，方法の見通し

を持って進んで取り組めるようにしたり，計算のしかたを自分たちでつくりだしていったという達成
感を持たせたりしたい。また，これまでに使った図や計算の決まりを活用しながら，多様な考えを導
き出せるようにしたい。筆算の形式の導入にあたっては，部分積を省略しない筆算を漸次扱い，意味
の理解を確実にした上で，一般的な筆算の形式に移行していきたい。
本時の指導にあたっては，仮説①「導入・見通し場面における既習事項の活用」に関わっては，導

入で，既習の問題と未習の問題を同時に提示することで，そのギャップが課題解決のための意欲にな
るようにしたい。見通し場面でも前時の既習事項をもとにして解き方の見通しを持たせられるように
することで，多様な自力解決に入れるようにしたい。
仮説②「練り合いの場における比較検討の構想をもとにした話し合い」に関わっては，効率性の観点

から検討することを確認し合い，位ごとに計算する方法がよりよい考え方であることに気づかせたい。
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３ 単元の目標

筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたについて理解し，それを用いる能力を高

める。

【関心・意欲・態度】 ・ 筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたを既習の乗法計

算のしかたをもとに考えようとする。

【数学的な考え方】 ・ 筆算形式による２，３位数に１位数をかける乗法計算のしかたを，数の構成や

十進位取り記数法をもとに考える。。

【表現・処理】 ・ ２，３位数×１位数の計算を筆算で正確にできる。

・ 乗法の結合法則を計算に用いることができる。

【知識・理解】 ・ ２，３位数×１位数の筆算のしかたを理解する。

・ 乗法の結合法則を理解する。

関 連 と 発 展

第２学年 第３学年 第４学年

⑩ かけ算（１） ① かけ算 ③ わり算の筆算（１）

・かけ算の意味 ・０のかけ算 ・「商」「積」の用語

・分配法則の活用 ・乗除の混合式の計算

・交換法則の活用

・ａ×□，□×ａ

⑪ かけ算（２）

・九九の完成

・交換法則

・分配法則 本単元 かけ算の筆算（１）

・九九表の決まり ・何十，何百×１位数の計算

・２，３位数×１位数の計算

と筆算形式

・乗法の結合法則

⑭ かけ算の筆算（２）

・１，２位数×何十の計算

・２位数どうしの乗法計算と

筆算形式

・計算のきまりや法則を用い

た乗法計算の工夫

・２，３位数×１位数の暗算
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４ 指導計画・評価計画（１４時間扱い）

時 目標 学習活動 主な評価規準

① 何十，何百のかけ算 ２時間

１ 〈プロローグ〉

・ ・九九表の空欄の数の求め方を考える活動を通して，被乗数の数範囲を拡張した乗法への興味，関心を高

２ めるようにする。

○何十，何百に１位数をかける乗 ・２０×３の計算のしかたを考える。【考】何十，何百×１位数の計算を

法計算の仕方を理解する。 ・３００×５の計算のしかたを考 １位数×１位数の計算をもとに

える。 考えている。

②２けたの数に１けたの数をかける計算 ５時間

３ ○２位数×１位数（部分積がみな ・場面を見て，立式について考える。【関】２位数×１位数の筆算のしか

・ １けた）の筆算のしかたを理解 ・２３×３の計算のしかたを，アレ たを既習の乗法九九などをもと

４ し，その計算ができる。 イ図や模擬貨幣を使ったり数操作 に考えようとしている。

本 をしたりして考え，答えを求める。【知】２位数×１位数の筆算形式の

時 ・筆算のしかたをまとめる。 書き方としくみを理解している。

1/2
５ ○２位数×１位数（一の位の数と ・１辺１６㎝の正方形の周長を求 【表】２位数×１位数（一の位の数

の部分積が２けた）の筆算のし める式を考え，その計算を筆算 との部分積が２けた）の筆算が

かたを理解する。 でするしかたを考える。 できる。

６ ○２位数×１位数（十の位の数と ・４２×３，５８×３の筆算のし 【表】２位数×１位数（十の位の数

の部分積が２けた及び部分積が かたを考える。 との部分積が２けた及び部分積

みな２けた）の筆算のしかたを ・筆算のしかたをまとめる。 がみな２けた）の筆算ができる。

理解する。

７ ○２位数×１位数の筆算のしかた ・２９×４や７５×４の筆算のし 【表】２位数×１位数（部分積を加

を理解する。 かたを考える。 えたときに百のくらいに繰り上

がりあり）の筆算ができる。

③ ３けたの数に１けたの数をかける計算 ４時間

８ ○３位数×１位数（部分積がみな ・場面を捉えて立式し，３１２× 【関】３位数×１位数の筆算のしか

１けた）の 筆算のしかたを理解 ３の計算のしかたを考える。 たを２位数×１位数の筆算をも

する。 とに考えようとしている。

９ ○３位数×１位数（一，十の位の ・３８６×２の筆算のしかたを考 【表】３位数×１位数（一，十の位

数との部分積が２けた）の筆算 える。 の数との部分積が２けた）の筆

のしかたを理解する。 算ができる。

１０ ○３位数×１位数（部分積がみな ・９３７×４，５３７×３の筆算 【表】３位数×１位数（部分積がみ

２けた，及び部分積を加えたと のしかたを考える。 な２けた，及び部分積を加えた

きに繰り上がりあり）の筆算の ときに繰り上がりあり）の筆算

しかたを理解する。 ができる。

○ ３位数×１位数の筆算の理解を

確実にする。

11 ○乗法の結合法則について理解す ・場面をとらえ，代金の求め方に 【表】乗法２段階の式を１つの式に

るとともに，３つの数の乗法が ついて検討する。 表すことができる。

１つの式に表せることを理解す ・３口の乗法を式で表す。

る。 ・３口の乗法の結合法則をまとめる。

◎ まとめ ３時間

12 ○学習内容を確実に身につける。 ・「力をつけよう」に取り組む。 【表】学習内容を正しく用いて問題

を解決することができる。

13 ○学習内容の理解を確認する。 ・「たしかめよう」に取り組む。 【知】基本的な学習内容について理

している。

14 〈発展〉

「おもしろ問題チャレンジ」に取り組み，単元の学習内容をもとにかけ算の筆算について理解を深める。
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５ 本時の指導（２時間扱い）
（１） 目標

○２位数×１位数（部分積がみな１けた）の筆算のしかたを理解し，その計算ができる。

（２） 評価規準及び具体の評価規準
具体の評価規準 Ａ Ｂ 指導を要する子への

評価規準 （十分満足） （概ね満足） 手立て
考 既習の乗法九九に ２０×３の計算のし 図を使ったり数操作 まる図や模擬貨幣を
◎ 帰着して考え，答え かたをもとにして求め をしたりしながら，２ 使ったり，数操作をし
本時 を求めることができ た答えと図との関わり ０×３の計算のしかた たりしながら，位ごと

る。 を持たせながら説明す をもとにして，２３× に計算をするとよいこ
ることができる。 ３の答えを求めること とに気づかせる。

ができる。
知 筆算形式の書き方 筆算形式の書き方と 部分積を省略しない ２段になっている意

としくみを理解して しくみを理解し，計算 筆算形式の書き方とし 味を一緒に考えながら，
○ いる の方法を説明すること くみを理解している。 筆算のしかたを理解さ

ができる。 せる。

（３） 比較検討の構想
〈本時の構想〉

仮説 ① 「導入・見通し場面における既習事項の活用」に対する手立て

・導 入 場 面→既習事項を何十×何《２位数×１位数（部分積がみな１けた）》の計算のしかたと，
未習事項の《何十何×何》の計算のしかたとを同時に提示し，解決の必要性を感じ
させる。

・見通し場面→前時の既習事項である「２０×３」の計算のしかたをもとにして，本時の「２３
×３」との類似点・相違点を明確にし，解決の見通しを持たせる。

仮説 ②「練り合いの場における比較検討の構想をもとにした話し合い」に対する手立て

個々の方法の妥当性を確認後，共通性に気づかせた上で，効率性の観点から位ごとに計算する方
法がよりよい考え方であると認識させる。

〔合体型〕

提示問題 ２０×３になる問題と２３×３になる問題を提示し既習と未習の相違点・類似
点を見つけさせる。

課題 ２３×３の計算のしかたを考えよう。
見通し 〈答えの見通し〉 〈方法の見通し〉

２０×３＝６０をもとにすると，６０よ ・かけ算で求められそうである。。
り多い。 ・説明のために，図（まる図・硬貨
２３＋２３＋２３＝６９ の図）や文章を用いるとよい。

自力解決で 方法①まる図を使用 方法②硬貨の図を使用 方法③「さくらんぼ」
予想される の考えを使用

方法 ⑩⑩⑩
○○ ○○ ○○ 20 × 3=60 ⑩⑩⑩ 20 × 3=60 ２３×３
○○ ○○ ○○ ①①①
○○ ○○ ○○ ①①① 3 × 3= 9 ２０ ３
○○ ○○ ○○ ①①①
○○ ○○ ○○ 60+9=69 20 × 3=60
○○ ○○ ○○ 3 × 3=9
○○ ○○ ○○
○○ ○○ ○○ 60+9=69
○○ ○○ ○○
○○ ○○ ○○
○ ○ ○ 3 × 3= 9
○ ○ ○
○ ○ ○ あわせて 69
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自力解決発 ２３を○で表し，２０の３つ １０円玉と１円玉と見 十の位どうし，一の

表後 分と３の３つ分を合わせる。 て考える。２０円が３枚 位どうしをかけて合

（妥当性の ２０×３と３×３を合わせて 分、３円が３枚分で合わ わせる。

検討） ６９。 せると６９。

話し合い１

（関連性の ◎ 同じ考え方を見つけよう。

検討） ・２０×３＝６０，３×３＝９で，答えを出すときに十の位と一の位に分けて考

えている。

・かけ算の九九で答えを出している。

・最後に十の位と一の位の答えを足している。

話し合い２

（有効性の この方法を使うとよいわけを考えよう。

検討） ・「効率性」を観点にして，「位ごとに分けてかけ算九九を使って計算する」と簡

単にできることに気づかせる。

適用問題 ３２×３の計算のしかたを一斉に考える。

まとめ ２３×３や３２×３のような何十何×何の計算は，位ごとに分けて計算すると，

九九を使って答えが求められる。
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（４） 展開
段階 学習活動と主な発問（○） 予想される児童の反応 教師の手立て（・）と評価の観点

つ １ 既習事項の確認

か ○１位数×１位数，２位 ・２位数×１位数は何十を１０がいくつと ・フラッシュカードを使用し，
む 数×１位数の計算をし 見て計算することができる。 短時間で前時までの考え方

よう。 を確認する。

２ 提示問題分析
○１枚２０円の画用紙を３枚買うときの代金はいくらか。 ・求める問題を紙板書で提示

○１枚２３円の画用紙を３枚買うときの代金は いくらか。 し，既習と未習の相違点・
類似点を見つけさせる。

○２つの問題の意味と計 ・似ているところは画用紙を３枚買うとこ

算のしかたで，似てい ろ，代金を求めるところ，かけ算で求め ・問題の構成の把握と立式ま
るところ，違うところ るところ。 で気づいたことを発表させる。
は何か。 ・式が「１枚のねだん×買った数」になる

ところ。
・違うところは１枚の画用紙の値段。
・「何十×何」は前の時間の学習内容で，「何
十何×何」はまだ学習していない。

○今までに学習した内容 ・既習事項と未習事項の違い
とまだ学習していない を明確にさせ，本時の課題
内容を比べて，今日の を発見させる。

課題を作ろう。

３ 課題把握

８分 ２３×３（何十何×何）の計算のしかたを考えよう。

４ 見通し
見 ・２３×３の答えを予想
通 をする。

す ○答えはいくつになりそ ・２０×３＝６０をもとにすると，６０よ ・導入の問題から答えの見通
うか。 り多くなりそうだ。 しをたてられることに気づ

・２３＋２３＋２３＝６９ かせる。

○答えを出す方法を考え ・お金の図を使う。 ・前時までの方法を使うとで
よう。 ・○図を使う。 きることに気づかせる。

５分 ・２０×３をかけ算で出したから，２０円

より３円多い分もかけ算で出す。
や ５ 自力解決
っ ○自分の方法で答えを出 方法① 【考】○図や模擬貨幣を使

て そう。 ったり，数操作をした
み ○○ ○○ ○○ りしながら，位ごとに
る ○○ ○○ ○○ 20 × 3=60 計算をすることができ

○○ ○○ ○○ る。 （ノート）
○○ ○○ ○○
○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ・つまずきが見られる児童に
○○ ○○ ○○ は，前時の学習内容を表し
○○ ○○ ○○ た掲示や前時のノートを確
○○ ○○ ○○ かめて，方法を確認する。
○○ ○○ ○○
○ ○ ○
○ ○ ○ 3 × 3= 9
○ ○ ○

あわせて 69
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方法②

⑩⑩⑩

⑩⑩⑩ 20 × 3=60
①①① ・考えがまとまった児童には
①①① 3 × 3= 9 あらかじめ黒板に方法を書

①①① 60+9=69 かせる。

方法③

２３×３

２０×３＝６０
２０ ３ ３×３＝ ９

９分 ６０＋６＝６９

深 ６ 共同解決
め ○考えを発表しよう。 ・おのおのの方法について黒板を指示しな ・考え方に誤りがなく，数の

る （妥当性の検討） がら説明する。 操作方法が妥当であるか確
・正しい考え方か話し合 ・２３を○で表し，２０の３つ分と３の 認する。
う。 ３つ分を合わせる。２０×３と３×３ ・解法を追体験させ，おのお

を合わせて６９ のの良さに浸らせる。
・２０円が３枚分で６０円，３円が３枚分
で９円。合わせて６９円になる。

・一の位と十の位を分けて計算する。
２０×３＝６０ ３×３＝９
６０＋６＝６９

○同じ考え方を見つけよ ・十の位と一の位を別々に計算している。 ・図と式を関連づけて考えさ
う。 ・どの方法も２０×３と３×３の答えを合 せ，乗法九九が使用されて

（関連性の検討） わせている。 いることに気づかせる。

○この方法を使うとよい ・位ごとに分けて計算すると，かけ算九九

わけを考えよう。 を使って簡単に答えが出せる。
（有効性の検討）

７ 適用問題の解決
○３２×３の計算をしよ ・３２を３０と２に分け，それぞれに３を
う。 かけて答えをたす。

１８ ３０×３＝６０

分 ２×３＝ ６
６０＋６＝６６

ま ８ まとめ

と ・本時で分かったことを ・自分の言葉で書けないときには板書を参 ・板書で学習内容を振り返っ
め まとめで書く。 考にする。 てから書かせる。
る

２３×３や３２×３のような何十何×何の計算は，位ごと
に分けて計算すると，九九を使って答えが求められる。

９ 本時の振り返り
○本時の感想・理解度の ・ノートに自己評価を記号で

自己評価を書こう。 記入させる。

○次時には新しい計算の

５ 形式を学習することを予
分 告する。
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（５）板書計画

１まい２０円の画用紙を ２３×３（何十何×何） ３２×３

３まい買うと，代金はい の計算のしかたを考えよう。

くらですか。 ３０ ２

見通し ３０×３＝９０

１まい２３円の画用紙を 答え 方法 ２×３＝６

３まい買うと，代金はい ９０＋６＝９６

くらですか。 ６０より多い ○図

２３＋２３＋２３ お金

１枚のねだん×買った数＝代金 かけ算

２０×３＝６０→２×３＝６ ○○ ○○ ○○ ⑩⑩⑩ ２３×３ 20 × 3=60

○○ ○○ ○○ ⑩⑩⑩ 20 × 3=60

○○ ○○ ○○ ①①① 20 3 3 × 3=9

○○ ○○ ○○ 20 × 3=60 ①①① 3 × 3= 9

○○ ○○ ○○ ①①① 60+9=69 60+9=69

○○ ○○ ○○

式 ２３×３＝６９ ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○

答え ６９円 ○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○ ２３×３や３２×３のような何

○ ○ ○ 3 × 3=9 十何×何の計算はくらいごとに分

○ ○ ○ けて計算すると，九九を使って答

○ ○ ○ えがもとめられる。

60+9 =69
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